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古代ローマの風景画とその自然観についての研究 

――室内空間と外界をつなぐ窓としての風景画―― 

武関彩瑛※1

概要 

本研究は、古代ローマの壁面にタブロー画のごとく描かれた風景画が、現実世界の自然描

写に影響を受けた表現を有し、あたかも窓のように外界と室内を接続する役割を持ってい

た可能性について考察するものである。従来行われてきた作品の図像的研究に、実際に邸

宅を取り囲む自然環境や文学に表われる自然表現との比較を加えることで、当時のローマ

人が抱いていた自然観と照らし合わせて研究を進める。 
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研究背景と目的 

古代ローマの邸宅建築において、中庭とと

もに室内を彩ったのが色鮮やかな壁画であ

った。壁画には神話や静物、風景など様々

なジャンルのものが描かれたが、自然主義

的に景観を捉えた風景画は、それ以前のギ

リシア美術などにはみられないローマ美術

独自の表現であった。本研究ではこの室内

装飾としての壁画、なかでも風景表現を含

むものに着目し、周囲を取り巻く環境から

の影響について考察する。古代ローマの邸

宅では、風景画を通して外界とのつながり

が築かれていたことを明らかにする。 

これまで古代ローマの風景に関する研究

は、牧歌詩などの文学に表われるような理

想的表現と、古代文献や建築遺構に認めら

れるようなローマ人が身近に目にすること

の出来た現実の眺望とが切り離されて論じ

られてきた。美術作品においてその対立構

図はより顕著で、トポグラフィー的表現が

実際の地理的状況と比較しながら論じられ

てきた一方、具体的な場所を示す表象をも

たない風景表現は主に理想的表現として扱

われるばかりであった。そのため、現実の

風景が絵画空間にどのように反映されてい

るかという点は限定的にしか追求されず、

本来ローマ人が享受していた身近な自然風

景と絵画との関係は、古代ローマ風景画研

究の中で等閑視されてきた。そこで本研究

は、作品の図像的研究に実際に邸宅の身近

な環境との比較を加え、理想的表現として

論じられてきた風景描写を捉え直す。従来

の風景画研究に欠けていた視点を補うこと

で、古代ローマにおける室内空間のあり方

を再考し、ローマ人の風景観・自然観が室

内にもたらした影響を明らかにする。 
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※1 東北大学大学院文学研究科博士課程後期 3 年の課程
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研究成果と考察 

 現地資料やフィールドワークによる古

代ローマ風景画の総覧的な研究が困難と

なったため、研究手順を部分的に変更し

て研究を進めた。まずは、比較対象とす

る風景表現の絞り込みについて、文学作

品における記述を手がかりに進めた。 

文学史料において、これまで先行研究

において絵画と比較されてきたのは『牧

歌』などに表われる理想的自然の描写で

あった1。しかし、友人にあてた書簡や随

筆といった文学の中には、生活に近い自

然や、理想的ではない自然を語るものも

ある。これらは、古代ローマにおいて、

そもそも自然とはどんなものとされてい

たのかを知るための史料となる。当時の

自然観と風景画の中に描かれる風景表現

との関連を考察するため、こうしたロー

マ文学に着目した。

最も生活に近い自然描写は、邸宅から

見える自然を指すものであった。その最た

る例と言えるものが、初代皇帝アウグスト

ゥスと二代皇帝ティベリウスの時代にナポ

リ湾に浮かぶカプリ島の海辺や高台に建て

られた、複数の皇帝別荘や邸宅群である2。

別荘は、海岸線に沿って長い柱廊を有して

いたり、窓を額縁として、景色を絵画のよ

うに切り取ってみせる窓を備えていたり、

さらには、半円形に突き出したテラスを有

していたりと、皇帝たちが十分に景色を楽

しむことのできるつくりであった3。ほかに

1  Leach(1988), pp. 197-260. 
2 帝政期ローマの歴史家であるタキトゥス

によれば、ティベリウスは「それぞれ呼名

の異なった十二の広大な別荘でもって、こ

の島を一人じめにしていた」という。Tac. 

Ann. 4, 67. 
3  Krause(2005), p. 241-247.; 

も、皇帝以外の富裕なローマ人たちが自宅

内の庭を自慢する書簡が確認でき、彼ら

が身近な自然を楽しんでいたことがわか

る4。壁画においても、窓あるいは開口部

の奥に風景描写や生い茂る木々が描かれ

る作例がしばしば見受けられる。その一

例が、ポンペイ「小さな噴水の家(Casa 

della Fontana piccola)」のペリステュリ

ウムである。室内の柱が奥まで続いてい

るかのようなトロンプ・ルイユ的表現に

加え、その柱のむこうには風景が描かれ

ている(fig. 1)5。空間の限られた街中にお

いて、広いペリステュリウムを設えるの

は簡単なことではない。そのため、こう

したトロンプ・ルイユ的表現や、窓の向

こうの風景を見せるかのような表現で、

空間を拡張させているのである。また、

こうした家に住むのは、決して下層市民

ではなかったが、皇帝や帰属のように郊

外の別荘を持てるような身分でもなかっ

た。そのため、現実には窓から見える風

景を誇ることはできないが、こうした壁

画を自宅に描くことで、 高位のローマ人

の享楽を疑似体験していたのだろう。

また、古代ローマ人はわざわざ「風景

画」という新興のジャンルを好み、自然

に好ましい印象を抱いているようにも思

われる。しかし、文学表現の中には自然

に対して不快な感情をむけることもしば

しばであった。特に畏怖の念とともに嫌

悪の対象となったのは、森であった。森

（foris）は、もともと「外」を意味する

語であり、ローマにとっての法や統治の

McKay(1975), pp. 115-118. 
4 Plin., Epist., 2, 17, 12; 2, 17, 20- 21; 5, 6, 

23. 
5 G. P. Carratelli (ed.), Pompeii : Pitture e 
Mosaici, vol. 4, Roma, 1993, p. 641. 
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外側にある世界を指していたのである6。

ローマ人にとっての愛でるべき自然とは、

文明化の活動がもたらす手の加えられた

自然であり、森とは自らの手の及ばない

遠く離れた区域であった。

それでも、森はローマの風景画に描か

れることが多い自然描写のひとつである。

例えば、「アグリッパ・ポストゥムス荘」

の《ペルセウスとアンドロメダ》（fig. 2-3）

などがあげられる7。しかし、森の描写が

表われるのはいわゆる「神話風景画」と

呼ばれる風景画に偏っている。つまり、

神話風景画というジャンルにおいて、領

域外として認識される森は、生活範囲と

は異なる遠い場所を示す舞台装置として

の役割が与えられている。 

次に、こうした神話風景画が室内にも

たらす効果について考察する。古代ロー

マの人々が窓からの眺望に憧れを持って

いたことは前述の通りである。しかし、

本来このような眺望が得られるのは、狭

い街路に囲まれた街中にある邸宅ではな

く、郊外の高台にある別荘であった。神

話風景画の特徴のひとつとして、「鳥瞰図

的に描かれる」と言う点が挙げられるが、

これはまさに高台の窓から見下ろす風景

を模しているとも捉えられる。まさに絵

画を通して窓の外の風景を見るような感

覚を持ったのではないだろうか。そして、

その背景として森が描き込まれているこ

とにより、窓の外の風景は遠い神話世界

とも接続する。部屋で絵を鑑賞する、あ

るいはそれを通して窓の外を眺めている

はずのローマ人は、思いがけず神話世界

6 Tac., Ger., 2; Plin., Nat., 3, 16, 2.; シャ

ーマ(2005), pp. 101-104.; デスコラ(2019), 

p. 91.
7 von Blanckenhagen and Alexander

(1962), pp. 9-11.

をも臨むことになるのである。 

また、神話風景画における「森」の表

現のように、遠い場所であることを示す

アイコンが存在する。それは、エジプト

やアジアなど、ローマにとって異国のモ

チーフを取りいれたものである。例えば、

ローマ近郊ティヴォリにある「ヴィッ

ラ・アドリアーナ」には、エジプトのナ

イル河の風景を模した池（カノプス）が

ある（fig.4）8。この地は皇帝ハドリアヌ

スの別荘であったため、個々に設えられ

たカノプスは自らの支配領域の誇示とも

とらえられる。

こうしたエジプト趣味は皇帝に限らず、

市民たちにも浸透し、なかにはエジプト

由来の宗教が重んじられることもあった。

そうしたなかで、エジプト的要素をもっ

た風景画が多く描かれることになる（fig. 

5）9。エジプト的要素は、こうした邸宅内

に設えられた中庭や、その景色をのぞむこ

とのできる前室などに描かれる例が多い。

このような異質な描写を、いわゆる身近で

現実的な自然描写と並置することで、窓の

外に広がる風景を遠い世界とつなぎ、遠い

異国の地が、あたかも窓のすぐ向こうに

ひろがっているかのような錯覚を起こさ

せるものとなっていたのだろう。 

 以上のように、ローマ壁画においてタ

ブロー画のごとく描かれる風景画は、外

界と室内とをつなぐ役割を果たしていた。

それは時に、実際にはそこにない風景を

見せてくれる架空の窓のような装置とし

て機能していたのである。 

8 MacDonald, and Pint(1995).  
9 Barrett(2019), pp. 10-12.; Ling(1991), 

pp. 162-167. 
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Fig.1  ポンペイ「小噴水の家」 

  ペリステュリウム、西壁中央 

Fig.2-3《ペルセウスとアンドロメダ》 

ボスコトレカーゼ「アグリッパ・ポストゥムス荘」神話の間、

東壁中央 メトロポリタン博物館、ニューヨーク 

Fig.4 《ナイル河風景》ポンペイ「外科医の家」 

ペリステュリウム、東壁 

Fig. 5 

カノプス、ヴィッラ・アドリアーナ


